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［１］職業の３機能（働き） 

（１）経済的機能：生計の維持（賃金・収入） 

  消費生活「生活がかかっている」 

 

（２）社会的機能：社会は分業・協業で成り立つ 

  仕事の継続・累積 ⇒ 仕事に精通 

  「社会(職場)でなくてはならない存在」 

  社会的位置づけ＝社会的役割 

 



（３）個人的機能：パーソナリティーの側面 

 仕事に精通・スキルアップ ⇒ 技能の蓄積 

 ⇒ 潜在的能力が花開く ⇒ 個性化（的） 

 パーソナリティとは：Ｐｅｒｓｏｎａｌｉｔｙ 

 その人らしい行動の仕方＝態度・振る舞い 

 👉 職業とは個人と社会を結節する機能 

     ＝自己を拡充する機能（生き甲斐） 

     ⇔ 失業（自己喪失感）  



［２］日本の職場環境と国際経済 

終身雇用／年功序列制／福利厚生 
☞日本的経営（経営家族主義） 
高度経済成長⇒ニクソンショック（1971年） 
為替レート：固定相場制から変動相場制へ 
１＄＝360円が 310円、85年240円、94年100円 
円高：輸出産業打撃⇒海外進出（産業の空洞化） 
輸入プラス：バブル景気（ブランド品?） 
  ⇒ 崩壊（1991年） 



［３］職場環境の変化（日本的経営のゆらぎ） 

雇用形態の多様化 ⇒ 必要な時に必要な労働力 

⇒労働のフレックス化・雇用調整＝リストラ 

（１）労働者派遣法（1986年施行、16職種に限定） 

 1996年に26職種、2004年に原則自由化 

 

〇コース制人事制度の導入（人件費の削減） 

    総合職 ／ 一般職 ／ 中間職 



(２)男女雇用機会均等法（１９８６年施行） 

 高度経済成長：女性の社会進出・雇用労働者化 

 コース制：配置・昇進・教育・訓練等の差別禁止 

１９８５年全女性の47.4％ ⇒ ９２年49.6％ 

１９９２年共働き世帯 ： 専業主婦世帯 

     ９１４万世帯 ＞ ９０３万世帯 

 女性の非正規労働者数：2003年で５０％超 

  2019年３月で５７.５％（ＶＳ.男性２２.４％） 

 

 



［４］職場の現在（2019年3月時点の雇用状況） 

 就業者数＝６６８７万人（ 雇用者数５９８４万人） 
 男３７１３万人（５５.５％）：女２９７４万人（４４.５％） 
    正規労働者    VS.   非正規労働者 
 ３４３９万人（６１.２％） ＶＳ. ２１７６万人（３８.８％） 
 非正規：84年15.3％、89年19.1％、16年３7.5％ 
  内訳：パート19.1％、アルバイト8.1％、派遣2.6％ 
     契約5.5％、その他3.5％ 
  失業率：２.５％ 
    ＜ 雇用環境の急変と職業観？＞ 
        


